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こどもたちの思いやりに感謝！！ 

２学期になってから、週に何度か時間を見つけてほうきを片手に窓枠の蜘蛛の巣

や、窓枠などのほこりを落としながら校舎を回っています。 

昨日は授業時間中にすべての廊下を回りきれず、休憩時間も作業を継続していまし

た。そこに５年生のこどもが声をかけてきて、その中の 2人のこどもが福田の服につ

いたほこりをそっと取ってくれました。 

また、本日は、朝の会が始まる前に床に落としたほこりをチリトリでとっている姿

を見た４年生の児童が、ほうきを持ってきて手伝ってくれました。となりの教室前の

廊下でも同じ作業をしていると、また別の児童がほうきを持ってきて手伝ってくれま

した。 

他にも、本校は廊下や階段に砂がたまりやすく、さらにその材質や形状から掃除が

しづらく感じます。このような中、毎日のように一生懸命掃除をしてくれる児童も多

くいます。 

また、本館１階と３階のトイレから始まったこどもたちの自主的なスリッパの整頓

も、２階のトイレにも広がりつつあります。 

このような、こどもたちの自然な思いやりや、学校をよくしようとする取組には、

本当に心をうたれます。 

新館のトイレ工事が終わり、明日からこどもたちが本格的に使えるようになりま

す。新館のトイレでも、素晴らしい取組が見られることを期待しています。 

 

就学時健診の実施 

本日、午後から新入生の就学時健診が実

施されました。保護者の方々に連れられ

て、４月に入学するこどもたちが、５つの

検査を受診しました。半年後に元気な姿で

入学してきてくれることを楽しみにしていま

す。 

 
【検査前の会場準備の様子】 


